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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第29期
第１四半期
連結累計期間

第30期
第１四半期
連結累計期間

第29期

会計期間
自 平成25年３月１日
至 平成25年５月31日

自 平成26年３月１日
至 平成26年５月31日

自 平成25年３月１日
至 平成26年２月28日

売上高 (千円) 2,338,004 2,241,005 14,166,717

経常利益 (千円) 155,298 13,973 1,049,837

四半期(当期)純利益 (千円) 120,785 70,688 403,651

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 474,044 △263,593 1,937,211

純資産額 (千円) 8,575,941 9,826,181 10,193,974

総資産額 (千円) 16,518,388 18,251,519 18,266,143

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 7.18 4.10 23.78

潜在株式調整後１株当たり四半
期(当期)純利益金額

(円) 7.11 4.09 23.58

自己資本比率 (％) 43.3 43.9 45.0
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策や日本銀行の金融緩和策などにより緩やかな景

気回復の動きが見られましたが、一方で消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動による影響が見られるなど、先

行き不透明な状況で推移しました。

当業界におきましては、スマートフォンやタブレット端末の需要拡大、４Ｋテレビの普及に向けた動きなどから、

半導体の微細化に伴う新規設備投資や、高精細化が進む液晶パネルの生産に必要な設備投資の増加が見込まれており

ますが、当四半期においては、これまで継続的に行われてきた台湾の半導体設備投資に調整局面が見られました。

このような状況の中で当社グループは、台湾の主要取引先向けウエハソータやＥＦＥＭなどのウエハ搬送装置の受

注及び販売が、受注時期や納入時期の見直し・変更等により前年に比べて減少したこと、加えて韓国子会社における

中国向けのディスプレー製造装置の新規納入が一段落し、ガラス基板搬送装置の売上高が減少したことなどにより、

連結売上高が前年同期に比べて減少しました。

損益面につきましては、売上高の減少や新規開発を伴う装置の受注増加によるコスト増などから営業損失となりま

したが、為替差益や少数株主損失などの影響により最終利益は黒字となりました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高2,241百万円(前年同期比4.1％減)、営業損失57百万円

(前年同期は営業利益184百万円)、経常利益13百万円(前年同期比91.0%減)、四半期純利益70百万円(前年同期比

41.5％減)となりました。　

 

(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の資産は、前連結会計年度末に比べ14百万円減少し、18,251百万円となりました。こ

れは主に、現金及び預金の増加1,216百万円、受取手形及び売掛金の減少1,237百万円によるものであります。

負債は、前連結会計年度末に比べ353百万円増加し、8,425百万円となりました。これは主に、借入金の増

加　　　　109百万円及び賞与引当金の増加61百万円によるものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ367百万円減少し、9,826百万円となりました。これは主に、為替換算調整勘定

の減少198百万円及び少数株主持分の減少161百万円によるものであります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあ

りません。

 

(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、61百万円であります。なお、当第１四半期連結累計期間におい

て当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 35,280,000

計 35,280,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年５月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年７月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 17,640,000 17,640,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株でありま
す。

計 17,640,000 17,640,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年５月31日 ― 17,640,000 ― 982,775 ― 1,127,755
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成26年２月28日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

平成26年２月28日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式
(自己株式等)

― ― ―

議決権制限株式
(その他)

― ― ―

完全議決権株式
(自己株式等)

　　(自己保有株式）

普通株式 422,300
 

 

― ―

完全議決権株式
(その他)

普通株式 17,216,100
 

172,161 ―

単元未満株式 普通株式 1,600
 

 

― ―

発行済株式総数 17,640,000 ― ―

総株主の議決権 ― 172,161 ―
 

 

② 【自己株式等】

平成26年２月28日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
ローツェ株式会社

広島県福山市神辺町字道
上1588番地の２

422,300 ― 422,300 2.39

計 ― 422,300 ― 422,300 2.39
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成26年３月１日から平成

26年５月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成26年３月１日から平成26年５月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年５月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,342,065 4,558,247

  受取手形及び売掛金 4,046,125 ※  2,808,452

  商品及び製品 389,774 492,013

  仕掛品 2,057,771 2,045,166

  原材料及び貯蔵品 1,330,829 1,393,230

  繰延税金資産 210,808 248,224

  その他 236,518 235,645

  貸倒引当金 △67,367 △51,795

  流動資産合計 11,546,526 11,729,185

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 2,538,841 2,462,266

   土地 2,476,706 2,460,482

   その他（純額） 795,398 822,273

   有形固定資産合計 5,810,946 5,745,022

  無形固定資産 201,277 186,328

  投資その他の資産   

   投資有価証券 235,504 240,207

   その他 488,619 367,465

   貸倒引当金 △16,731 △16,690

   投資その他の資産合計 707,392 590,981

  固定資産合計 6,719,616 6,522,333

 資産合計 18,266,143 18,251,519
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年５月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,369,931 ※  1,012,429

  短期借入金 2,978,434 2,977,468

  未払法人税等 276,269 177,791

  賞与引当金 35,144 97,116

  役員賞与引当金 ― 1,500

  製品保証引当金 337,172 323,540

  その他 653,011 ※  1,305,700

  流動負債合計 5,649,962 5,895,546

 固定負債   

  長期借入金 1,808,145 1,918,422

  繰延税金負債 117,804 95,045

  退職給付引当金 102,864 118,498

  役員退職慰労引当金 367,896 372,975

  資産除去債務 24,426 23,973

  その他 1,068 876

  固定負債合計 2,422,206 2,529,792

 負債合計 8,072,168 8,425,338

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 982,775 982,775

  資本剰余金 1,166,749 1,168,207

  利益剰余金 6,225,965 6,210,566

  自己株式 △62,885 △60,503

  株主資本合計 8,312,604 8,301,045

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 41,852 46,420

  為替換算調整勘定 △142,702 △341,132

  その他の包括利益累計額合計 △100,849 △294,712

 新株予約権 4,758 3,660

 少数株主持分 1,977,461 1,816,188

 純資産合計 10,193,974 9,826,181

負債純資産合計 18,266,143 18,251,519
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年３月１日
　至 平成26年５月31日)

売上高 2,338,004 2,241,005

売上原価 1,630,416 1,737,499

売上総利益 707,588 503,506

販売費及び一般管理費 522,848 560,665

営業利益又は営業損失（△） 184,739 △57,159

営業外収益   

 受取利息 4,845 4,201

 為替差益 - 58,969

 売電収入 - 20,956

 補助金収入 1,837 -

 デリバティブ利益 - 3,176

 その他 1,989 6,078

 営業外収益合計 8,672 93,382

営業外費用   

 支払利息 9,086 8,641

 為替差損 27,507 -

 売電費用 - 10,972

 その他 1,518 2,634

 営業外費用合計 38,112 22,249

経常利益 155,298 13,973

特別利益   

 新株予約権戻入益 - 122

 特別利益合計 - 122

特別損失   

 有形固定資産除却損 103 41

 特別損失合計 103 41

税金等調整前四半期純利益 155,195 14,054

法人税、住民税及び事業税 146,294 111,309

法人税等調整額 △98,194 △94,191

法人税等合計 48,100 17,117

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

107,094 △3,063

少数株主損失（△） △13,690 △73,752

四半期純利益 120,785 70,688
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年３月１日
　至 平成26年５月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

107,094 △3,063

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 6,081 4,567

 為替換算調整勘定 360,867 △265,097

 その他の包括利益合計 366,949 △260,530

四半期包括利益 474,044 △263,593

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 425,171 △126,393

 少数株主に係る四半期包括利益 48,872 △137,199
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※　　　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度
(平成26年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年５月31日)

受取手形 ―千円 8,546千円

支払手形 ―千円 88,677千円

流動負債「その他」(設備関係支払手形) ―千円 861千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。　

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年３月１日
 至　平成25年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年３月１日
　至　平成26年５月31日)

減価償却費 78,936千円 93,735千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成25年３月１日 至 平成25年５月31日)

　　配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月30日
定時株主総会

普通株式 50,464 3 平成25年２月28日 平成25年５月31日 利益剰余金
 

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成26年３月１日 至 平成26年５月31日)

　　配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月29日
定時株主総会

普通株式 86,088 5 平成26年２月28日 平成26年５月30日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成25年３月１日　至　平成25年５月31日)及び当第１四半期連結累計期間(自　平

成26年３月１日　至　平成26年５月31日)

当社グループは、半導体業界や液晶業界における無塵化対応搬送装置の開発・製造・販売を行う「半導体・液晶

関連装置事業」と、精密シャフトモータ等に使用する磁石の製造・販売を行う「磁石事業」を報告セグメントとし

ておりますが、「磁石事業」の割合が低く、情報開示としての重要性が乏しいため、セグメント別の記載を省略し

ております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
至 平成25年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年３月１日
至 平成26年５月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 7円18銭 4円10銭

    (算定上の基礎) 　 　

   四半期純利益金額(千円) 120,785 70,688

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 120,785 70,688

    普通株式の期中平均株式数(株) 16,831,511 17,222,076

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 7円11銭 4円09銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益調整額(千円) ― ―

    普通株式増加数(株) 149,345 41,363

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式
で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの
概要

― ―

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成26年７月14日

ローツェ株式会社

取締役会 御中

 

有限責任監査法人トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　柴　 田　 良　 智　　㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　中　 原 　晃　 生　　㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているローツェ株式会

社の平成26年３月１日から平成27年２月28日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成26年３月１日から平成

26年５月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成26年３月１日から平成26年５月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ローツェ株式会社及び連結子会社の平成26年５月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １ 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２ XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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